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「 」
「 共

きょう

同
どう

 親
しん

 権
けん

」 

日
に

本
ほん

の昨
さく

年
ねん

の婚
こん

姻
いん

数
すう

は約
やく

50万
まん

件
けん

、これに対
たい

して離
り

婚
こん

件数は約
やく

19 万件、今
いま

や「離婚」は日
にち

常
じょう

の出
で

来
き

事
ごと

と言
い

って

よいかもしれない。離婚の中
なか

で未
み

成
せい

年
ねん

の子
こ

どもがいたケ
け

ニュース
に ゅ ー す

の言葉
ことば

 

ー
ー

ス
す はん

数だったそうだ。未成年の子どもがいる場
ば

合
あい

は約半 、

問
もん

題
だい

になるのが「親権」だ。この「親権」について今、日本

の法
ほう

律
りつ

が変
か

わろうとしている。 

1. 親権とは

「親権」とは、「子どもの利
り

益
えき

のために監
かん

護
ご きょう

育
いく

を行
おこ

なったり子の財
ざい

産
さん

を管
かん

理
り

したりする権
けん

限
げん

であり義

・ 教
ぎ

務
む

であ

る」「未成年の子を健
けん

全
ぜん

な一
いち

人
にん

前
まえ

の社
しゃ

会
かい

人
じん

として育
いく

成
せい

す

べく養
よう

育
いく

保
ほ

護
ご

する権
けん

利
り

義務」（法
ほう

務
む

省
しょう

H
ほーむ

P
ページ

より）であ

り、婚姻 中
ちゅう

は父
ふ

母
ぼ

が共同で「親権」を行
こう

使
し

することになっ

ている。 

2. 離婚後
ご

の「親権」 

げん

在
ざい

の日本では、離婚後
ご

の親権は父母いずれか一人
ひ と り

現
も

が持つ「単
たん

独
どく

親権」だ。離婚の際
さい

にはまず夫
ふう

婦
ふ

間
かん

で 協
きょう

議
ぎ

をし、子の親権者
しゃ

を決
き

めることになっている。夫婦間で決

められない場合は、家
か

庭
てい

裁
さい

判
ばん

所
しょ

の 調
ちょう

停
てい

や裁判により親

権が決
けっ

定
てい

される。2021年
ねん

度
ど

の離婚後の親権比
ひ

率
りつ

は父
ちち

親
おや

が 11.9 ％
パーセント

に対して母
はは

親
おや

が 84.5％と、ほぼ母親が持
も

つ

場
ば

合
あい

が多
おお

い。親権自
じ

体
たい

は一人に与
あた

えられるが、離婚時
じ

に

は、親権を持
も

たない方
ほう

の親の面
めん

会
かい

交
こう

流
りゅう

や養
よう

育
いく

費
ひ

につい
さだ じっさい じっ

て定めることとされている。しかし、実際には面会交流の実

施
し

状
じょう

況
きょう

や養育費の支
し

払
はら

いについて、取
と

り決
き

め通
どお

り実
じつ

現
げん

されていないケースも多いという。 
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3. 「共同親権」への背
はい

景
けい

（外
がい

国
こく

の親権） 

最
さい

近
きん

では国
こく

際
さい

結婚も増
ふ

え、外
がい

国
こく

人
じん

配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

と離婚

に至
いた

った場
ば

合
あい

、子どもの親権をめぐってト
と

ラ
ら

ブ
ぶ

ル
る

になる

事
じ

例
れい

が目
め

立
だ

ってきた。外国では、離婚後も 両
りょう

親
しん

二人
ふたり

と

もが親権を持つ「共同親権」が一
いっ

般
ぱん

的
てき

である。離婚した

日本人が、外国人である元
もと

配偶者の 承
しょう

諾
だく

なしに子ども

を日本に連
つ

れ帰
かえ

ったと、国際問題となって 訴
うった

えられる

ケースが増えてきたのだ。そして、2020 年には E
いー

U
ゆー

(欧
おう

州
しゅう

)議
ぎ

会
かい

が日本に対
たい

して、子どもの連
つ

れ去
さ

りを禁
きん

止
し

す

る処
しょ

置
ち

や、離婚後に「共同親権」も選べる法
ほう

整
せい

備
び

を求めて

きた。 

 確
たし

かに外国の制
せい

度
ど

を見
み

ると、離婚後の親権は「共同親権」と

なる場合が多いようだ。「単独親権」を認める国
くに

は他
ほか

にもあ

るが、日本のように「単独親権」のみとなっているのは、イ
い

ン
ん

ド
ど

とト
と

ル
る

コ
こ

だけである。 

4. 「共同親権」における父母間の合
ごう い

意 

「共同親権」の場合、国
くに

によって一
いち

様
よう

ではないが、子ども

に関
かん

する「 著
いちじる

しく 重
じゅう

要
よう

な事
こと

柄
がら

」の決
けっ

定
てい

には父母の合意

が必
ひつ

要
よう

とされている。例
たと

えば子どもの居
い

所
どころ

や、学
がっ

校
こう

等
とう

の

進
しん

路
ろ

選
せん

択
たく

に関
かん

すること、 命
いのち

の危
き

険
けん

を 伴
ともな

う医
い

療
りょう

措
そ

置
ち

の

決
けっ

定
てい

、 宗
しゅう

教
きょう

の選
せん

択
たく

等
など

があげられている。 

また、離婚後の父母が再
さい

婚
こん

して 新
あたら

しい配偶者と養
よう

子
し

縁
えん

組
ぐみ

をする場合も、共同親権を持つ実
じつ

親
おや

の同
どう

意
い

が必要と

なる。したがって再婚した新しい親が重要事
じ

項
こう

の決
けっ

定
てい

権
けん

を

持
も

つことが 難
むずか

しくなり、子どもとの関係も作
つく

りにくいとも
い

言われている。 
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5. 「共同親権」に向
む

けての動
うご

きと論
ろん

議
ぎ

 

政
せい

府
ふ

は「共同親権」への動
うご

きの中で諸
しょ

外国の親権制
せい

度
ど

の 調
ちょう

査
さ

を行
おこ

ない、ついに2００024年春に離婚後の父母が

「共同親権」を持てる民
みん

法
ぽう

改
かい

正
せい

案
あん

が成
せい

立
りつ

した。 法
ほう

案
あん

は

2026 年に施
し

行
こう

される。この動きの中で多くの疑
ぎ

問
もん

や不
ふ

安
あん

の声
こえ

も上
あ

がっている。以
い

下
か

にそのいくつかを 紹
しょう

介
かい

しよ

う。 

・離婚の背景に D
ディー

V
ブイ

（家
か

庭
てい

内
ない

暴
ぼう

力
りょく

）や 虐
ぎゃく

待
たい

がある場

合、共同親権となった場合にこの状況が継
けい

続
ぞく

、拡
かく

大
だい

して

しまわないか？ 

家庭裁判所が親権を決定する場合、このような事
じ

実
じつ

の

把
は

握
あく

がしっかりできるのだろうかという疑問や不安の

声が上がっている。 

・離婚は子どもにとって、関係が壊
こわ

れた

父母の家
か

庭
てい

内
ない

での不
ふ

和
わ

を見
み

ないで

済
す

み、ス
す

ト
と

レ
れ

ス
す

や緊
きん

張
ちょう

感
かん

からの解
かい

放
ほう

となる場合もある。離婚後の共同親権によって、 再
ふたた

びこ

の対
たい

立
りつ

が再
さい

燃
ねん

する場合、子どもにとってマ
ま

イ
い

ナ
な

ス
す

ではない

か。 

いっ

方
ぽう

が「共同親権」を拒
こば

んでも、家庭裁判所等の

仲
ちゅう

介
かい

で「共同親権」になってしまうという仕
し

組
く

み自
じ

体
たい

が
だ

妥当
とう

なのか？ そもそも裁判所はどのような理
り

由
ゆう

で「共同

親権」を選
えら

ぶのかガ
が

イ
い

ド
ど

ラ
ら

イ
い

ン
ん

も示
しめ

されていないことへの

不安がある。 

離婚の際に夫婦の親権への意見が対立する場合、家

庭裁判所が結
けつろん

を下
くだ

論 すことになるが、家庭裁判所がど

こまで 入
にゅう

念
ねん

な調査が行え、妥当な結論を出せるのか。

そもそも婚姻関係が破
は

綻
たん

した者
もの

同
どう

士
し

がいくら子どもの
かいしょう

後
ご

に 協
きょう

力
りょく

し合
あ

消こととは言え、結婚解 うことはでき

るのだろうかという疑問。「共同親権」はせめて父母合

意の場合にのみ認
みと

めてほしいという声
こえ

もある。 

・父母の一
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6. 今
こん

後
ご

の課
か

題
だい

 

以
い

上
じょう

のように疑問や不安が解消されていない点
てん

も多

く、政府与
よ

党
とう

である自
じ

民
みん

党
とう

議
ぎ

員
いん

からも「共同親権」の法
ほう

制
せい

化
か

については反
はん

対
たい

意
い

見
けん

が出
で

た。理由は「法律
ほうりつ

をつくる

側
がわ

としては、 調
ちょう

理
り

されていないものを出
だ

されるような感
かん

じ

だった」というものだった。 

また、今まで以上に家庭裁判所の役
やく

割
わり

の 重
じゅう

要
よう

度
ど

、介
かい

入
にゅう

の頻
ひん

度
ど

は増
ま

すだろう。家庭裁判所の関係者によると

「既
すで

に事
じ

件
けん

が多
おお

すぎて手
て

いっぱいだ」との声もある。2026

年に「共同親権」改正が成
せい

立
りつ

すれば、新たな離婚だけでな

く過
か

去
こ

の親
しん

権
けん

にも 遡
さかのぼ

って変
へん

更
こう

の申
もう

し立てができるとい

う。ル
る

ー
ー

ル
る

作
づく

りの他
ほか

にルールを実行する体
たい

制
せい

作りも求めら

れている。 

「共同親権」には離婚後も子の親としての責
せき

任
にん

や関
かん

係
けい

を維
い

持
じ

し続
つづ

けるという理
り

想
そう

や希
き

望
ぼう

はあるものの、現
げん

実
じつ

問

題としては離婚した父母側
がわ

にも体制にも複
ふく

雑
ざつ

な問題や課

題が残
のこ

っている。子
こ

どもの大
たい

切
せつ

な成
せい

長
ちょう

期
き

を支える重要

な制度だけに、当
とう

事
じ

者
しゃ

の経
けい

験
けん

や意見を幅
はば

広
ひろ

く聞
き

き、国
こく

民
みん

一人一人が自
じ

分
ぶん

の問題として 考
かんが かさ

ね納
なっ

得
とく

じゅう

分
ぶん

な時
じ

間
かん

を経
へ

え、論議を重 で

る必要があるだろう。 きるものとする 充

（B） 




